基準適合調査票－地区基準－都市景観形成地区－粟生間谷東八丁目（大阪大学箕面キャンパス跡地）地区

③景観計画区域における地区ごとの届出対象行為の制限に関する事項（都市景観形成地区－粟生間谷東八丁目（大阪大学箕面キャンパス跡地）地区）

※地区区分に レ をつけて下さい。（□国際教育地区　□施設導入地区　□商業にぎわい地区　□地域交流地区　）

	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の敷地面積の最低限度、壁面の位置、垣又は柵の構造
	１　北部大阪都市計画粟生間谷東八丁目（大阪大学箕面キャンパス跡地）地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	建築物の高さ
	１　北部大阪都市計画高度地区及び北部大阪都市計画粟生間谷東八丁目（大阪大学箕面キャンパス跡地）地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	敷き際のしつらえ
	１　国際教育地区

　①　彩都区画33号線に面する部分は当該地区のエントランスとして、ファサードや敷き際のしつらえについて、親しみを感じられるようその仕上げに十分配慮する。

　②　道路に面する敷き際は、歩行者の目線を意識し、積極的に樹木や花等を用いてまちなみに潤いをあたえる。
	
	
	

	
	２　施設導入地区

地区計画により道路境界線より後退した範囲内は、高木等の樹木を中心とした植栽空間とする。
	
	
	

	
	３　商業にぎわい地区

　①　彩都区画33号線に面する部分は当該地区のエントランスとして、ファサードや敷き際のしつらえについて、親しみやにぎわいを感じられるようその仕上げに十分配慮する。

　②　道路に面する敷き際は、歩行者の目線を意識し、積極的に樹木や花等を用いてまちなみに潤いをあたえる。
	
	
	

	
	４　地域交流地区

道路に面する敷き際は、歩行者の目線を意識し、積極的に樹木や花等を用いてまちなみに潤いをあたえる。
	
	
	

	植栽（緑化）
	１　国際教育地区

①　敷地内の既存樹木の保全に努める。

②　背景の山なみおよび周辺の自然との調和を考慮し、敷地内の積極的な緑化に努める。特に、道路に面した敷地部分は緑化に努め、連続性がある緑地を確保する。

③　造成法面は緑地としての維持、保全に努める。
	
	
	

	
	２　施設導入地区

①　敷地内の既存樹木の保全に努める。

②　地区計画により道路境界線より後退した範囲内は、原則、高木による植栽空間とし、連続的に植栽する。ただし、人や車両の出入りに用いる通路部分等においては、上記によらず、別途効果的な位置、形態で植栽を確保するよう努める。

③　道路に面した敷地部分に高木を植栽する際は、植栽時に樹高が概ね４メートル以上のものを用い、効果的に建物の圧迫感を軽減できる樹種や配置を行うよう努め、緑豊かな沿道景観の形成を図る。

④　造成法面は緑地としての維持、保全に努める。

⑤　建築物の屋上緑化や駐車場の緑化など、敷地内を積極的に緑化し、周辺との調和に十分配慮する。

⑥　建築物の壁面に積極的に緑化を施し、建築物の圧迫感軽減を図るとと
	
	
	

	
	もに、周辺景観や環境へ十分配慮する。

⑦　壁面緑化の構造は、原則コンテナ型やユニット型とし、自動潅水装置を取り入れるなど、常時緑を感じられるように適切に維持管理を行う。
	
	
	

	
	３　商業にぎわい地区、地域交流地区共通

　①　道路に面した部分は、緑化に努め、連続性のある緑地が確保できるようにする。

　②　敷地内は、できるだけ空地を確保し積極的な緑化に努める。

　③　原則として造成法面は緑地とする。
	
	
	

	地区施設（緩衝緑地）のしつらえ
	①　緩衝緑地は、原則として、既存樹木の保全に努めるとともに高木を中心とした緑地とし、樹木等は視線の遮蔽効果のある密度で、地区施設とする敷地全体にわたり連続的に植栽されたものとする。ただし、土地利用上最小限必要となる人や車両の出入りに用いる通路部分等においては、上記によらず、別途効果的な位置、形態で植栽を確保するよう努める。

②　緩衝緑地は、周辺地域の植生と調和する樹種を植栽し、常時緑を感じられるように適切に維持管理を行う。

③　緩衝緑地にフェンス等を設置する場合は、高さは必要最小限のものとし、植栽を併用する。
	
	
	

	垣又は柵のしつらえ
	１　全地区共通

①　道路境界線側（粟生間谷東八丁目（大阪大学箕面キャンパス跡地）地区外の道路との境界を含む。）に設置する垣又はさく（門柱及び門扉を除く。）は、生垣、フェンス又は鉄柵等透視可能なものとする。ただし、セキュリティーやプライバシー確保などのためやむを得ず透視可能でないものを設置する場合は、当該垣又はさくは最小限のものとし、植栽等で覆うなどにより周辺の景観になじませる。

②　門柱、門扉に併設する塀等は、植栽を併用するなど無機質な印象をや　わらげる工夫をする。
	
	
	

	
	２　施設導入地区、国際教育地区

①　道路境界線側に設置する垣又はさく（生垣を除く。）は、原則、地区計画により道路境界線から後退した２メートルの範囲を除く敷地部分に設置する。（図３－22）

②　道路に面した敷地にのり面（道路より高い位置ののり面に限る。）がある場合は、道路境界線側に設置する垣又はさく（生垣を除く。）は、上記①に定める敷地部分、かつ当該のり面の上部ののり肩（のり面上端部）から１メートル以上後退した敷地部分に設置する。（図３－23）
	
	
	

	屋上施設
	１　全地区共通

屋上施設や屋上設備を設置する場合は、周辺の環境に調和するようにルーバーを設けるなど修景に配慮する。
	
	
	

	建築物等の外観の意匠・色彩
	１　国際教育地区、商業にぎわい地区、地域交流地区共通

①　屋根及び壁については、彩度の低い色（落ち着いた色）を基調とし、通りからの見え方及び建物や周辺との調和に配慮する。

②　付帯施設に関しては、通りからの見え方及び建物や周辺との調和に配慮する。
	
	
	

	建築物等の外観の意匠・色彩
	２　施設導入地区

①　建築物の外観は、凹凸のあるデザインを施す、壁面緑化を施す、壁面を奥行き方向にずらすなど、建物ボリュームや圧迫感の軽減を図る。

②　建築物の外壁及び工作物の表面に使用する有彩色は、ベースカラー及びサブカラーともに、マンセル値による明度が６以上９以下の色彩とする。

③　建築物の外壁及び工作物の表面の基調色（ベースカラー、サブカラー）として無彩色を使用する場合、明度は６以上９以下とする。

④　建築物の外壁のベースカラーは、背景の山なみや周辺景観に調和するよう、彩度の低い色（落ち着いた色）を基調とし、建築物の外壁の上層部（概ね建築物の各部分の接地面から高さの２／３を超える部分をいう。）に強調色（アクセントカラー）を用いない。

⑤　付帯施設に関しては、通りからの見え方及び建物や周辺との調和に配慮し、植栽による遮蔽効果等を用いる工夫をする。

⑥　市街地から眺望可能な立地にあることを意識し、建築物等の意匠・色彩は、遠景としての見え方に十分配慮したものとし、周辺景観になじむものとする。
	
	
	

	工作物
	１　全地区共通

照明設備は、周辺の住宅地の住環境に影響を与えないよう、光の明るさや向き等に配慮する。
	
	
	


２．都市景観形成地区基準（条例第33条関係）への適合について（都市景観形成地区－粟生間谷東八丁目（大阪大学箕面キャンパス跡地）地区）

	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の用途に関する事項
	１　北部大阪都市計画粟生間谷東八丁目（大阪大学箕面キャンパス跡地）地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	広告物の表示等に関する事項
	１　全地区共通
①　敷地内の広告物又は看板は自己用のみとする。
②　建築物等の上層部（概ね建築物等の各部分の接地面から高さの２／３を超える部分とし、各部分の接地面から高さ１０メートル以下の部分を除く。）への広告物の設置は避ける。
③　店舗など広告物が必要な建築物の部分のみに設置する。
④　彩度の高い色を地色とするものや電飾を用いた看板・広告塔の類は設置してはならない。
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